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第 14 回ピア・スーパービジョン 報告
（2014 第 1 回福祉のこころ研究会 [ 第一部のみ ]・SWnet( 聖学院ウェルフェアネット ) 共催）
第一部公演会風景（上段右：廣江　仁　講師）
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　SVに際して大切なことは、スーパーバイザーと
スーバーバイジーの相互性の認識である。SVを行
うことによって、スーパーバイジーにだけ、変容
が起こるわけではない。バイジーのみならず、バ
イザーもまた成長を促されるのである。この両者
が共に成長するところに、SVの最も大きな意義が
あるといってもいい。SVによって、両者が元気を
与えられ、新たに仕事に向き合うことができるよ
うになる。だから、特別なこととは思わずに、気
軽にSVを受けられるような雰囲気づくりと自分自
身の認識が肝要である。ソーシャルワーカーには
少なからず、燃え尽きてしまいそうな時、仕事に
対して無気力になる時、自らの力量を超えるよう
な壁にぶつかり、挫折しそうに思える時がある。
様々な克服の仕方はあるにせよ、SVは困難を乗り
越える時を提供してくれる有意義な活動であるこ
とに間違いない。
　廣江氏は、自らの現場の経験を豊富に織り交ぜ
ながら、参加者に対して、SVの意義を丁寧に語ら
れた。
　第二部は、「ピア・スーパービジョン」として、
実際に少人数のグループに分かれて討論をし、共
同研究の時を持った。冒頭に、助川征雄教授（聖
学院大学人間福祉学科・人間福祉スーパービジョ
ンセンター SVR）から、「ピア・スーパービジョ
ンとは？」と題するミニ・レクチャーを伺った後、
実際にスーパーヴィジョンが行われた。個人情報
保護のため内容は割愛せざるをえないが、一人一
人が率直な意見を出しあうと共に、現場で働くソー
シャルワーカーや学生が、立場を超えて聞きあい、
他者の意見を否定することなく共有することを重
んじていたことが印象的であった。
　閉会の辞は、人間福祉学部長兼人間福祉学研究
科長牛津信忠教授、当日は、オープンキャンパス
や大学院福祉学研究科講演会などと予定が重なっ
たが、相川章子教授は初めから、助川教授はミニ・
レクチャー担当、オープンキャンパスの担当を終
えた田村綾子准教授も駆けつけ、SVC委員会のす
べての学内教員が顔を揃えた。
 
（文責：五十嵐成見 [いからし・なるみ] 聖学院大
学大学院博士後期課程在学）
上段：第二部PSV風景
下段左：中村磐男スーパービジョンセンター長
下段右：助川征雄スーパーバイザー
